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準備 

 

 製品のプラ

スチック部分が

油の中に入らな

いようにしてくだ

さい。 

熱くなったプ

ローブの先端に触

れないでください。

やけどの危険が

あります！ 

揚げ物中は測定

できません。測定

前には揚げだね

や揚げかすを取り

除いて下さい。 

フライ油中の気泡

がなくなるまで待

ってください。 

（5 分程度） 

油槽の金属部分

から少なくとも

1cm 以上離してく

ださい。 

フライ油の温度を

確認して下さい。 

(最低+40℃～最

高+200℃) 

測定 

             

測定器の電源を

入れます。 

[ ]. 

センサを油槽のフライ

油に浸します。シャフト

の min/max マークの

間に油面が来るように

してください。 

1. オイルの中でセンサを静かに動かして、

油の状態が均一になるようにしてくださ

い。(測定が安定するまでに約 30 秒程度

かかります。) 

オートホールド機能がオンの場合: 

- 測定中はディスプレイに Auto Hold の文

字が表示されます。最終の TPM 値が決

定するまでは TPM 値とディスプレイカラ

ーが点滅します。 

- 最終測定値が固定表示されます。 

オートホールド機能がオフの場合: 

- 温度測定値と TPM 測定値が安定すると 
表示が変わらなくなります。 

> 測定値の固定表示: [Hold] ボタンを短く

押します。(1 秒以内) 

2. 測定モードに戻るには、[Hold] ボタンを

短く押します。(1 秒以内) 

測定値を業務日誌など

の所定の用紙に記録し

ます。  



 

 

測定器の手入れとメンテナンス 

クリーニング 精度テスト 

 

 新油の TPM 値: 

 

 
_______%TPM

 

薄めた中性洗剤や石鹸でセンサを洗浄し、

流水ですすぎます。（スポンジなどでセンサ

をこすらないでください。） 

柔らかいペーパータオルなどでそっと水分

を拭き取ります。 

 取扱説明書に記載されている要領で、

新油を使用し、測定器の簡易テストを

行います 

新油の種類が変わった場合は基準値

も変わりますので、新しい種類の TPM
値を控えておきます。 

さらに精度の高

いテストには、同

梱の「testo 調整

オイル」を使用し

て、測定器のテ

ストと調整を行い

ます。 
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